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問題

　達成動機づけ研究の領域において、従来から統制感や目標といった概念は、動機づけに対

する重要な要因であることが示されてきた。統制感については、Rotter（1996）の Locus of 

Control 概念に端を発すると考えられるが、これに対する批判的な概念として提起された
Bandura（1977, 1997）の自己効力感（Self efficacy）も広い意味で統制感に関わる概念といえ、

これについては近年も幅広く研究されている（例えば Ogata and Kambara, 2004は、自己効力

感が知識獲得に促進的であることを示している。統制感と自己効力感の概念については鎌原、
2002）。一方目標に関しては、Dweck（1990）の学習目標─遂行目標という対立概念を基軸

として様々な研究が行われてきており、例えば Kambara et al. （2000）は、学級雰囲気として

のこのような目標の変化が、児童の学習行動に影響することを縦断的研究によって示してい

る。

　周知のようにいわゆる期待─価値モデルにおいては、行動への動機づけにとって重要な要

因は、目標達成の可能性についての主観的評価である期待と達成されるべき目標の価値─主

観的な重要性であると考えられる。自己効力感を含め、統制感に関する諸概念は、期待形成

に関与すると考えられることもあって、主に期待及び達成行動との関連で問題にされ、価値、

目標の重要性との関連という文脈で問題にされることは少なかった。これは、多くの研究が、

学校でよい成績をとる、といった大多数の学生、生徒にとって価値があると考えられる結果

に対する行動を対象としていることにもよるであろう。また達成動機づけ研究での目標は、

さきにあげた Dweckの目標論のようにどのような目標をもっているかという内容的な側面

より、課題に取り組む際になにを目標としているかというより形式的な側面での検討に重点

があることにもよろう。

　一方 Emmons（1986）をはじめとする個人的目標研究では、個々人が持つ目標を自由に記

述されることによって、目標の内容や個々の目標間の関連、構造を分析し、これらが個人の

主観的な幸福感にとって重要であることを示している（cf.角野、1993）。当然達成的な行動

への動機づけにおいても、個々人がどのような目標を持ち、その重要性をどのように考え、
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また様々な目標が関連づけられ構造化されているか、といった点は重要な要因であろう。そ

こで本研究は、重要と思われる目標をあらかじめ設定するのではなく、自由な目標の記述を

通して、目標の達成可能性、重要性の認知、および目標間の関連性が、達成行動にどのよう

に影響するのか、また個人の比較的安定した特性として捉えた統制感といった認知様式の違

いが、個人の目標設定とどのように関連するかを検討しようとする。こうした方法によって、

目標の重要性の側面の意義をより的確に把握することができよう。

　広く統制感に関わる概念を検討した鎌原ら（1987）は、統制感を 3つの側面に整理してい

る。すなわち行動と結果の随伴性認知、道具的行動の遂行可能性認知としての自己効力、そ

の行動の自己決定性（自律性）認知である。自己効力は基本的に課題特殊的であると考えら

れるので、ここでは相対的に安定した人格特性としての認知様式の影響を問題とするため、

自己効力の側面は除外し、行動と結果の随伴性認知の個人的様式と行動の自己決定性認知の

個人的様式をとりあげることにする。また以下では、前者の随伴性認知の個人差を狭い意味

で統制感と呼び、後者を自己決定感と呼ぶことにする。

　本研究は、個人の比較的安定した人格特性として考えられた統制感・自己決定感が、個々

人が自由に設定してる目標に関する認知を媒介として、達成志向的行動に影響するであろう

という因果的モデルにもとづいて、これらの諸概念の関連を検討しようとするものである。

目標に関して、いわゆる期待─価値モデルに従って、達成期待、重要性認知の 2変数をとり

あげる。さらに個人的目標研究で重視されている、目標の構造化の側面をとりあげる。目標

の構造化は、達成志向的行動により直接的に影響すると考えられる。従って本研究では
Fig.1に示すような基本的因果モデルに沿って諸概念の関連を検討する。

　ここで問題とするような各人が自由にどのような目標をもっているかといったことは、進

路選択や職業選択が主要な課題となる青年期において特に大きな意味を持つであろう。そこ

で本研究では、進路選択が意識されはじめると思われる高校生を対象とし、統制感・自己決

定感と個人的目標、達成行動の関連を検討する。

Fig. 1　因果モデル
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方法

調査協力者
東京都内及び千葉県下の公立高校 3校の普通科、2年生、男子 148名、女子 167名、計
315名から回答を得た。

個人的目標
　個人的目標については、Emmons（1986）、角野（1993）を参考に、自由に目標を記述でき

るよう 10の欄を設けた。6ヶ月以内を短期的目標、1年後以降を長期的目標とし、それぞれ
5個の欄を用意した。また目標の内容に関しては、Emmons（1986）に倣い、「社会に貢献で

きる人になる」等の例を挙げ、あまりにも些細な目標ではなく、半抽象的な目標を収集する

ようにした。

　さらにこのうち自分にとってもっとも重要と思われる目標を選択させ、これを重要目標と

した。この重要目標に関して、以下の諸側面について質問を実施した。

重要性　重要目標の重要性に関して、「目標が達成できたらそのくらいうれしいか」（V1）、

「人生においてその目標はどのくらい重要か」（V2）、「目標が達成できなかったらどのくら

い残念か」（V3）の 3項目について、例えば「うれしくない」「ややうれしい」「うれしい」

「とてもうれしい」「非常にうれしい」の単極 5段階評定尺度によって回答を求めた。

達成期待　重要目標の達成期待に関しては、Bandura（1977）の自己効力の測定方法を参考

に、達成可能性とその確信度の 2項目について質問した。達成可能性（E1）は、重要目標

が達成できるとする主観的な確率であり、0％から 100％まで、10％刻みの 11段階で評定

を求めた。またその見込みの確信度（E2）について、「ない」から「非常にある」までの単

極 5段階尺度によって評定を求めた。

関連性　自由記述であげられた種々の目標が、どの程度互いに関連し、構造化されているか
について、以下のような形で検討しようとした。すなわち重要目標以外の目標について、そ

れぞれの目標の達成が、重要目標の達成に対して、促進するか、あるいは無関係であるか、

逆に阻害的に働くかについて回答を求めた。促進的であるとする目標は、重要な目標にとっ

ての下位目標となっていると考えられ、このような目標が多いことは、重要な目標を中心と

して多くの目標が互いに関連づけられていると考えられる。そこで促進的であるとする目標

の数を重要目標の関連性の指標とした。

統制感
　鎌原ら（1982）の一般的な Locus of Control尺度の項目、鎌原（1986）の高校生を対象と
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した尺度項目、及び鎌原ら（1999）の学業場面を対象とした項目等を参考に、高校生にとっ

て重要と思われる学業、対人関係、職業等広く一般的な統制感に関する質問項目を予備的に
28項目作成した。それぞれ「そう思わない」から「そう思う」までの両極 5段階評定で回

答を求めるものである。大学生 155名に実施した結果について、主因子法およびプロマック

ス回転による探索的な因子分析を行ったところ 3因子構造が妥当と判断された。この 3因子

に負荷が高く、意味的に重複の少ない項目を 16項目選択した。この 16項目について再度因

子分析を行った際、どの因子にも .40以上の負荷を示さなかった項目 1項目を除外し、最終

的に 15項目を採用した。なお第 1因子は、一般的に努力が達成と結びついているという随

伴性の信念を、第 2因子は、外的な環境、運命によって決定されているという信念を、また

第 3因子は現在の一般的な行動・選択が将来に対して有効であるという信念を反映している

と考えられた。それぞれの因子に高い負荷を示した項目は、第 1因子 7項目、第 2因子 3項

目、第 3因子 5項目であり、それぞれの項目の合計を下位尺度得点（それぞれ
PC1,PC2,PC3）とした。得点はすべて高得点であるほど統制感が高い方向で得点化した。従

って第 2因子に対応する下位尺度は、環境、運命によって決定されないという信念を反映す

る。

自己決定感
　桜井（1996）の自己決定感の尺度項目の他、鎌原（1986）の高校生を対象とした尺度項目、

及び鎌原ら（1999）の学業場面を対象とした項目等を参考に、高校生にとって重要と思われ

る学業、対人関係、職業等広く一般的な自己決定感に関する質問項目を予備的に 28項目作

成した。それぞれ「そう思わない」から「そう思う」までの両極 5段階評定で回答を求める

ものである。統制感の質問項目と同時に大学生 155名に実施した結果について、主因子法お

よびプロマックス回転による探索的な因子分析を行ったところ自己決定感についても 3因子

構造が妥当と判断された。統制感の場合と同様にこの 3因子に負荷が高く、意味的に重複の

少ない項目を 17項目選択した。この 17項目について再度因子分析を行った際、どの因子に

も .40以上の負荷を示さなかった項目 2項目を除外し、最終的に 15項目を採用した。なお

第 1因子は、一般的にさまざまな領域で自分で決定しているという一般的な自己決定感を、

第 2因子は、まわりからの圧力、強制を感じている程度を、また第 3因子は自ら自発的に行

動していると感じている程度をそれぞれ反映していると考えられた。それぞれの因子に高い

負荷を示した項目は、第 1因子 7項目、第 2因子 4項目、第 3因子 4項目であり、それぞれ

の項目の合計を下位尺度得点（それぞれ SD1, SD2, SD3）とした。得点はすべて高得点であ

るほど自己決定感が高い方向で得点化した。従って第 2因子に対応する下位尺度は、圧力、

強制を感じていない程度を反映する。
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達成行動
　現在どの程度目標に向かって行動を行っているかを検討するため、重要目標達成のために

現在行っている行動、活動について自由に記述してもらった。あげられた活動の数を達成行

動の指標とした。

結果

　比較的安定した特性と考えらる一般的な統制感及び自己決定感が、現在個人が持っている

目標の諸側面及び目標志向的な行動とどのように関連するかを検討するために SEMによる

分析を行った。Fig. 1に示した統制感・自己決定感→目標→達成行動という基本的な因果モ

デルに従っている。

　統制感、自己決定感については、それぞれが 3つの下位尺度を持っているので、これら下

位尺度得点を観測変数とした。重要目標に関しては、達成期待、重要性及び関連性の 3つの

変数がある。達成期待については、達成可能性（E1）と確信度（E2）の 2項目があり、そ

のそれぞれを観測変数とした。重要性については、喜び（V1）、重要さ（V2）、失望（V3）

の 3項目それぞれ観測変数とした。関連性については、一つの指標のみであるので、観測変

数としてモデルに投入した。達成行動も同様に単一指標であり、観測変数としてモデルに組

みいれた。

　最終的なモデルを Fig.1に示す。なお図では、誤差は省略している。このモデルは、
GFI＝.954, AGFI＝.932, RMSEA＝.043であり、よく適合しているといえる。また図中のパ

スはすべて有意である。

　統制感についてみると、これは一般的な随伴性認知 PC1の影響指数が大きく、基本的に

このような一般的信念を反映していると思われるが、目標の重要性に対して有意なパス

（.41 p＜ .01）を示した。統制感の高い生徒程、重要な目標を設定している傾向が認められ

る。しかしながら、統制感の達成期待へのパスは認められなかった。逆に自己決定感は、こ

れも影響指数では、現在の行動で自己決定していると感じているかどうかの SD1が大きく、

主にこの認知の程度を反映していると思われるが、これは達成期待に有意なパス（.28  

p＜ .05）を示し、重要性には有意なパスがみられなかった。自己決定的であると感じてい

る生徒では、達成可能性の高い目標を設定しているといえる。

　目標が構造化されていることの指標である関連性については、予想されるように目標の重

要性からのパスが有意であった（.19 p＜ .05）が、達成期待からのパスは有意ではなかった。

重要な目標を持っていれば、個々の目標はそれと関連付けられるが、達成できそうだからと

いって構造化されるとはいえないといえよう。また関連性には自己決定感からの直接的なパ

スも有意であり（.25 p＜ .01）、自己決定的であるほど目標を構造化しているといえる。統
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制感は直接的なパスは持たないが、重要性を媒介とした間接的な効果を示しているといえる。

　目標に向けた達成行動は、予想されるように目標の関連性から有意なパス（.42 p＜ .01）

が示された。構造化された目標を持つほど現在積極的に種々の目標に向けた活動を行ってい

るといえる。全体的にみれば、自己決定感や統制感は、目標の重要性や関連性を媒介とて、

現在の目標志向的な行動に影響しているといえる。

考察

　本研究では、高校生を対象に自由に目標を記述させることを通して、統制感・自己決定感

と目標の達成期待、重要性、関連性や目標志向的行動との関連を SEMによって検討した。

その結果、統制感や自己決定感は、高校生が個々に現在もっている自分の目標の重要性や関

連性を媒介として、目標志向的行動を間接的に規定していることが示された。従来の研究の

多くは、学業達成といった所与の目標の枠組みの中で統制感が動機づけに及ぼす影響の媒介

要因として達成期待のはたす重要性を強調してきたが、本研究では、重要性や関連性を考慮

すると、達成期待から達成志向行動へのパスは認められず、目標の重要性及び関連性が、達

成期待よりも重要であることが示唆された。

　統制感は、期待形成に影響する要因と考えられてきたので、期待とは関係が無く、重要性

と関連しているという本研究の結果は一見奇妙に思われる。しかしながら、自分の行動が自

分にとってよりよい結果と結びつかないと考えるならば、将来の展望がもてないのであり

（杉山・神田、1996）、将来の自分にとって価値ある目標を持つことはできないであろう。従

って統制感があることによってはじめて自分にとって価値あるものを目標として設定できる

のだといえる。達成期待との関連について考察すると、従来の研究が示していることは、多

くの人に価値があると思われるような所与の肯定的な結果について、統制感を持つ人は、自

分の行動によって結果を変えられると考えるためにより高い期待をいだくということである。

Fig. 2　統制感・自己決定感と重要目標、達成行動に関するパスモデル
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一方ここで示されていることは、達成可能な目標を設定するか、あるいは逆に達成不能な事

柄を目標としてあげるか、といったことは統制感の高低と無関係であるということである。

別の言い方をすると統制感が低い人でも達成可能と思われる目標を選択しているといえる。

客観的な目標の価値を統制すると、統制感と達成期待の間に予想されるような関連が見出さ

れるのかもしれない。

　達成可能な目標を選択するかどうかはむしろ自己決定感によって影響されていた。すなわ

ち自己決定的な人では、重要であるかどうかは別として、自ら達成可能だと考える目標を選

択する傾向があると考えられる。換言すれば非自己決定的な人の場合には、いわば目標は外

的な圧力、強制によってもたらされたのかもしれず、その結果それは達成不能だと感じられ

るものなのかもしれない。高校生の中退を扱った研究では、むしろ自己決定的であることが

中退を予測する一つの要因であることを示しており（例えば Taketsuna et al., 2000）、統制感

を伴わずに単に自己決定的であるならば、自分にとって重要ではないが達成可能と思われる

目標をいわば「安易に」選択するということがあるのかもしれない。しかしながら一方では、

自己決定的であることは、目標の関連性に直接の効果を示しており、自ら目標を選択してい

るのであって、様々な目標を中心的な目標と関連づけることができ、結果として目標志向的

行動への動機づけを高めると考えられる。

　本研究では、自由記述された目標に関する諸側面を扱ったが、それは達成期待、重要性、

関連性といった形式的側面であった。こうした形式的側面を変数として扱ったのはこれらが

達成志向的行動への動機づけにとって重要であると考えられるからであり、実際達成期待、

重要性は関連性に影響し、これは達成志向的行動に直接関連することが示された。しかしこ

こでは目標の内容的な側面は扱わなかった。学業、仕事などの目標や対人関係的な目標など

どのような内容の目標かによってこれら諸変数間の関係が異なってくることも考えられ

（Sheldon and Elliot, 2000）、今後こうした内容面の検討も必要と考えられる。さらに個人的目

標研究では、主観的な幸福感など感情的側面との関連が主張されており、動機づけ的側面と

ともにこうした感情的側面との関連の検討も必要であろう。最後に、ここでの諸変数間の関

連は横断的データによるものである。人格特性→認知→行動という基本的な因果的流れに従

ってモデルが構成されたが、今後縦断的な方法によってこれらの因果的連鎖を検討すること

が望まれよう。
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高校生の動機づけにおける媒介要因としての個人的目標

鎌 原 雅 彦　　村 守 静 子

　本研究は個人的目標の認知が達成志向的行動に対して、統制感や自己決定感といった認知

様式の変数の効果を媒介する要因であることを検討した。325名の高校生を対象に統制感、

自己決定感、個人的目標および達成志向的行動についての質問紙調査を実施した。個人的目

標に関しては、被験者は自由に現在の目標をあげたあと、もっとも重要なものをひとつ選び、

その目標の達成可能性、重要性認知、および他の目標との関連性について評定した。

　SEMによる分析の結果、統制感は目標の重要性認知に正の効果を持ち、さらにそれは目

標の関連性を媒介して、達成志向的行動に正の影響を持つことが示された。一方自己決定感

は達成期待と正の関連を示すとともに目標の関連性に直接の効果を持った。こうした結果は

生徒の動機づけに関して、目標が構造化されることが重要であることを示唆するものである。

キーワード【個人的目標　統制感　自己決定感　高校生　因果モデル】
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Personal Goals as a Mediator in Senior High School Students’Motivation

Masahiko KAMBARA　　Shizuko MURAMORI

The study examined the role of personal goals on achievement oriented behaviors that 
mediated the effect of cognitive style factors, such as perceived control and perceived 
autonomy. The participants were 325 students at senior high school. A questionnaire on 
perceived control, perceived autonomy, personal goals and achievement oriented behaviors 
was administered. As for personal goals, subjects described their several current goals and 
selected the most important one. Then they estimated their expectancy on the goal 
attainment and the perceived importance and the relevancy of other goals to the important 
goal.

SEM showed that perceived control had a positive effect on the perceived importance of 
the goal and furthermore the latter also had a positive effect on the achievement oriented 
behaviors mediated by the instrumentality of goals. Perceived autonomy showed a positive 
relationship to the expectancy and also had a direct effect to the instrumentality. The results 
suggested the important mediating role of personal goals in students’ motivation.

　Key Words: personal goals, perceived control, perceived autonomy, senior high school 
students, causal model




